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我々の考えるイノベーションとは

研究開発による「未来の価値体系」の創造

我 考えるイノ シ ンとは

研究開発による「未来の価値体系」の創造

 Product Innovation

P I ti Process Innovation

イノベ シ ン（ ）とは 物事 「新機軸 「新しい切り 「新しい捉え方 「新しイノベーション（innovation）とは、物事の「新機軸」「新しい切り口」「新しい捉え方」「新し
い活用法」（を創造する行為）のこと。新しい技術の発明だけではなく、新しいアイデアから社会的
意義のある新たな価値を創造し、社会的に大きな変化をもたらす自発的な人・組織・社会の幅広い変
革である。つまり、それまでのモノ、仕組みなどに対して、全く新しい技術や考え方を取り入れて新
たな価値を生み出し 社会的に大きな変化を起こすことを指すたな価値を生み出し、社会的に大きな変化を起こすことを指す。

出典: フリー百科事典『ウィキペディア（Wikipedia）』



ダーウインの海を越えてダ ウインの海を越えて

知識・知恵・技術
体制・仕組み

人材・お金・場所人材 お金 場所

Ref. Lewis M. Branscomb, Harvard University, ” National Innovation Systems and US Government Policy”



イノベ ションの源泉である「新たな知」をどのようにイノベーションの源泉である「新たな知」をどのように
構築するか？

・一企業で生み出せるようなものではなくなった

・大学や企業、研究機関、官庁の幅広い様々な人間が交
流して幅広い視野で議論することによってしか生まれ流して幅広い視野で議論することによってしか生まれ
ない

そのための、場所・組織の構築が必要！





技術研究組合制度

経済産業省資料より抜粋



次世代宇宙システム技術研究組合

技術のイノベーション 先端技術の実用化技術のイノベ ション 先端技術の実用化

要素技術の製品化

民生先端技術の実用化

グローバルマーケッテイング
産業化・商売のための

市場開拓市場開拓

ビジネスモデル構築

品質・信頼性 [QCD]

設計製造マニュアルデータベース

デ 構築

サプライチェーン

（ビジネスモデル）

失敗データベースの構築

トレーサビリティの簡易化

EDI/CALS/
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（衛星分野の現状）
現状

単 機 能 化 に
よ る 低 コ ス
ト化追求

（小型実用衛星分野）
低コスト化の追求

（研究・教育衛星分野）
高性能化の追求

現状

性能を落とさず軽量化・低コスト化が課題 信頼性・性能向上が課題

小型衛星
（１５０ｋｇ級）

小型衛星
（３５０kg級）

超超小型衛星
（１０Kg級）

高機能（複数機能）衛星分野

大型衛星
（５００Kg以上）

未開拓重要
超小型衛星分野

欧米が市場確立し優位 日本が技術的に優位

ねらい
超小型衛星戦略研究

性能を落とさずさらな
る軽量化・低コスト化
を図る技術の実現

コストを上げずさら
なる信頼性・性能向
上を図る技術の実現

(1)革新的要素技術の実用

化研究

革新的要素技術

（技術達成目標）
超小型衛星戦略研究

センター

超小型衛星商品化

を図る技術の実現 上を図る技術の実現

が
民生最先端要素技術

(2)民生最先端技術の実用

化研究

(3)低コスト超小型衛星実
（商品目標）

超小型衛星商品化
（５０Kg級衛星）
低コストと高性能の
両立

市場性の高い小型衛
星分野で超小型衛星
により競争力達成

日本が得意な超超
小型衛星分野を発
展させ優位性確保

既存宇宙要素技術 用化独自技術の研究

（超小型衛星分野の事業化に向けた目標）

（超小型衛星分野の実用化
に向けた方策）

（技術研究組合 超小型衛星実用化研究事業活動内容）

（超小型衛星分野の事業化に向けた目標）



これからの予定これからの予定
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拠点大学サブテーマとの
すり合わせ

提携大学・担当候補企業との

技
術 ＃1号機の

＃1号機
の製造提携大学 担当候補企業との

打ち合わせ

研究員のスカウト

マ
ッ
プ
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＃1号機の
開発・試作

の製造
試験

過去プロジェクトの
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の
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成

＃2号機の
開発 試作

先端技術調査

各WG活動

開発・試作

ビジネスモデル・利用WG他

インフラ整備
データベース・設備等構築

ナイトラウンジ



ありがとうございました。

みなさまのご支援、ご参加よろしく願い致します。

次世代宇宙システム技術研究組合

東京都文京区西片2丁目22－21
本郷MKビル

www.nestra.jp
info@nestra.jp


